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中学校　国語　文法⑯　～活用のある自立語③（上一段・下一段活用の動詞）～（解答）
（　　　）年（　　　）組（　　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　　　）




 着


 る
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＊活用の種類の見分け方


　動詞に「ない」をつけ、「ない」の直前の音によって分類


①動詞＋「ない」＝ア段の音→五段活用　　� eq \o\ac(□,例)�　書かない





②動詞＋「ない」＝イ段の音→上一段活用　� eq \o\ac(□,例)�　信じない





③動詞＋「ない」＝エ段の音→下一段活用　� eq \o\ac(□,例)�　考えない








咲く　洗う　加える　入る　着る　勉強する　　　　


探す　来る　取る　　寝る　減る　起きる
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一 次の上一段活用と下一段活用の活用表を完成させなさい。


（５点×８問）
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�





二　活用の種類の見分け方を参考にして、語群の中から上一段活用と下一段活用の動詞を二つずつ探し、書き抜きなさい。（１０点×４問）


上一段活用























下一段活用

















三 次の―線部の動詞のうち活用の種類が他と異なるものを選び、記号で答えなさい。 


⑴ ア 彼のことを信じて待とう。　　　　　　　　　　　　　　　（２０点×１問）





　 イ 雨が降って大会が延びた。





　ウ 毎日何時に寝ているの。





　エ 図書室で本を借りた。








